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我々は、2009年に指だこと不正咬合との関連について年齢別に調査し、吸指癖によってできる指だこの有無
が、不正咬合を誘発する歯科健診項目の一つとして有用な指標となることを報告した。そこで今回、不正咬合
の種類を追加して同様の調査を行い、乳幼児における不正咬合の罹患状況と指だことの関連を明らかにするこ
とを目的とした。 
調査対象は、仙台市の保育園9施設において、2017年6、7月時点で0〜5歳であった乳幼児644名である。
乳幼児歯科健診の項目である硬組織と軟組織、咬合の診査に加え、1）指だこの有無の診査、2）吸指癖の有無
に関する保育士からの聞き取り調査を行った。 
乳幼児644名のうち30％が何らかの不正咬合を有していた。過蓋咬合が13.5％と最も多く、上顎前突5.6％、
反対咬合4.8％、叢生3.3％、切端咬合2.8％、交叉咬合0.9％、開咬0.6％と続いた。指だこを有する乳幼児
は 4.5%であり、上顎前突で指だこを有する乳幼児は 33％であった。他の不正咬合が見られる乳幼児が指だこ
を有する割合は開咬50.0％、交叉咬合16.7％、叢生9.5％、切端咬合5.2％、過蓋咬合1.1％で、反対咬合で
は指だこは認められなかった。 
2009年の調査結果と比較すると、上顎前突で指だこを有する乳幼児は減少していた。これは、宮城県のすべ
ての保育園および幼稚園に、「指しゃぶり指導ガイド」の配布し、さらに保育士を対象とした講習会の実施か
ら、保護者や保育士が吸指癖を早期発見・介入できたことが一因と考えられた。しかし、上顎前突の乳幼児は
微増しており、他の要因(口唇閉鎖不全や異常嚥下癖、舌突出癖、咬唇癖)が強く影響していることが示唆され
た。これらの増加の背景として、口腔機能の発達の関与が考えられた。小児歯科領域では、2018年4月より「口
腔機能発達不全症」に対する指導が保険導入され、小児期の正常な口腔機能獲得の重要性が示されているよう
に、吸指癖と同様に他の習癖の有無についても確認を行い、異常や問題が認められる場合には早期発見・介入
していく必要性があると考えられた。 
 
